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３．調査実施段階 

調査項目 ①相手国政府の環境影響

評価制度の内容確認 





 1

ジェトロ環境社会配慮ガイドライン策定委員会 

案件形成調査（仮称）ガイドラインについて 
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１．基本的事項 
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１－５ 案件形成調査で検討すべき環境社会配慮項目 
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１－８ ガイドラインの遵守 
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３．調査の実施段階 
 イ．調査の実施者（実施企業）は、必要に応じ環境社会配慮を専門とする者も派遣し、





スクリーニング様式（案） 

 

調査案件名：                                       

調査の実施者：                                

記入責任者の氏名、所属･役職名、企業名、連絡先 

名前：                 

所属･役職名：                             

企業名：                     

TEL：                     

FAX：                   

E-Mail：                                

記入日：    年  月  日 

署名：                  

 
 

 
 

△ 案 件 実 施 の 順  

 

△ 案 件 の 阺  
� 案 件 の 【  

 
 



２－２ 案件の必要性をどのように確認していますか？例えば、当該案件は上位計画

と整合性がありますか。 
□YES（上位計画名：                        ） 
□NO     □わからない 

 
質問３．案件実施予定地内または周辺域は以下のいずれかに該当しますか？ 

□YES   □NO 
＜ＹＥＳの場合、該当するものをマークしてください。＞ 
□国立公園、国指定ク)お笥MV 趟( )Tj
/TT6 1 Tf.320057 0 TD
-0.01
0 Tc
a080308a60c0603a582061b060b850402027aea060b820279970a392abd0b1201034a8c09074abd0b12>  

◆ 提ゐ、 ffiは ∞ひ 
■弟 ‾ばぅ謡ば弟曙着





調査名：

提案者名：

１．提案者

主提案企業名：

担当者：

担当者所属部署

補助金交付決定等停止事業者：

所属・役職：

⑤調査実施体制

（１．有 　２．取得申請中） のうち該当する番号を記入  

（１．該当しない ２．該当する  ３．不明） のうち該当する番号を記入  

③提案者の資格

担当者TEL：

担当者Ｅ－mａｉｌ：

氏名：

資格：

④調査管理体制

住所：

プロジェクト業務の経験年数・実績：

専門分野：

No.　　　　　　　　　



２．プロジェクトおよび調査概要

　／（都市）

※参考資料として、当該国における位置が分かる地図を添付）　

（新設／機能回復／能力拡大のうち、該当するものを記入（複数可）　）　

約 （億円）　　  

約 （円）　　　

（詳細）

④実施機関：

①調査名：

②対象国・都市： （国）

③サイト名：

⑦総事業費：

⑥重点テーマ：

⑤種別：

（概要）　（※150字（全角）以内）

（調査項目）

⑨プロジェクト提案に至る背景、問題

⑧調査費：

⑩プロジェクト実施概要

⑪調査概要、調査項目







年

年

年

（５）相手国政府の円借款利用意向

ファイナンス

名称

協力・支援の内容

（６）提案者の調査実績と活動拠点

（２）プロジェクトの技術レベル

４．プロジェクトの実現可能性

（１）実施機関の



］➡）プロジェクトを実施ぞ㌕ことによ㌕現地日系企業への裨益効果］⬆）提案プロジェクトに関連して、他の提案公募事業に応募していø侭↓↑応募ぞ㌕予定の有無］⬅）プロジェクト実現に好‚⁄提案企業の取り粗



調査名：

提案者名：

１．提案者

主提案企業名：

担当者：

担当者所属部署

補助金交付決定等停止事業者：

所属・役職：

⑤調査実施体制

②共同提案企業名

ジェトロ競争参加資格：

⑥調査におけるプロジェクトマネージャー略歴（下記項目を踏まえた履歴書添付）

（１．有 　２．取得申請中） のうち該当す
麝

名 ：

恋 ： 担当者 ’§

┱ 調 査 硫 体 制

格 ：

プロジェクト業資の ・実 ：担当者だ対云磎Žゴ：【 ゴ）<

【 （ ）

担当者にｺP



２．プロジェクトおよび調査概要







連絡先（住所、電話、ＦＡＸ、E-mail、担当者名）

（３）プロジェクトの技術レベル

（２）ファイナンス調達の可能性

協力・支援の内容

（４）リスクファクターの存在

相手国の機関名

（５）プロジェクトの支援意向

名称

（６）提案者の現地活動拠点

（１）実施機関のプロジェクト実施能力

４．プロジェクトの実現可能性



］➡）プロジェクトを実施ぞ㌕ことによ㌕現地日系企業への裨益効果］⬆）提案プロジェクトに関連して、他の提案公募事業に応募していø侭↓↑応募ぞ㌕予定の有無］⬅）プロジェクト実現に好‚⁄提案企業の取り粗



個別案件票



個別案件票　　　（記述内容については別添１-ホ参照。） （別添１－ハ）

３．当該国における調査結果の活用可能性

（１）当該国マスタープラン等との関係：

 （２）当該国政府関連機関による認識・依頼状況：

４．調査結果の活用による効果等

（１）我が国へのエネルギー安定供給確保への貢献：

（２）当該国への効果：

10 H19  石油調査公募提案要領



個別案件票　　　（記述内奮 ついての 饅１参照

３ 事業饂開に畔う環る想定事項；



個別案件票　　　（記述内容については別添１-ホ参照。） （別添１－ハ）

12 H19  石油調査公募提案要領



個別案件票　　　（記述内容については別添１-ホ参照。） （別添１－ハ）

６．事業展開の可能性

（１）事業展開におけるリスクテイク、ファイナンスの実現可能性：

（２）事業展開に伴う環境、社会問題に関する
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